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楽しく学 べる膠 原 病・リウマチ 教 室食 事 に 関 するお 悩 み 、相 談してみま せんか？

当院では、管理栄養士による個別栄養相談を平日毎日実施してい
ます。相談内容は以下のように多岐にわたります。

第1回の膠原病・リウマチ教室は、
6月27日に行われました。大村部長
のオープニングのあと、岡副医長が
関節リウマチの概要と治療を中心
に、宮本看護師が生物学的製剤を
中心に講演しました。今後も、皆さ
んの生活に役立つ教室をめざして、
定期的に開催してまいります。
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膠原病・リウマチ内科は、令和6年度より、患者さ
ん向けの院内講演会「楽しく学べる膠原病・リウマチ
教室」を開催することとなりました。

膠原病・リウマチ性疾患は、長くつきあう病気が多
く、症状も多彩で、病気のなりたちも複雑です。使用
される薬剤には注意が必要なものもあります。一方
で、新たな治療法がつぎつぎと開発され、患者さん
の症状はより軽減し、副作用の少ない生活を送るこ

とが可能となってきています。また、生活するうえでの注意点や、医療
制度のしくみなど、知っておいた方がいいことがたくさんあります。
この教室では、医師と看護師・薬剤師などのメディカルスタッフが、
患者さんの生活に身近なテーマについて講演します。

栄養相談というと、制限やカロリー計算
ばかりの堅苦しいイメージがあるかもしれ
ません。しかし、当院の栄養相談は患者さ
ん一人ひとりの状況に寄り添った、柔軟な
サポートを心がけています。

特に「食事が摂れない」というお悩みが全体の4分の1を占め、がん治療中
の方からの相談は3年前の1.5倍に増加しています。
食生活は十人十色です。管理栄養士はできるだけ患者さんそれぞれの状況
やお悩み・お困りごとを伺いながら、食生活がより良くなるようサポートした
いと考えています。食事の摂り方で困っていて相談してみたいなという方は、
ぜひ栄養相談をご利用下さい。本館2階栄養相談室で実施しますので、主治
医の先生に栄養相談を受けたい旨をお伝え下さい。
2024年6月より、外来化学療法中の患者さんを対象に、化学療法セン
ターで点滴治療中に栄養相談を受けられる体制を整えました。お困りの際
は、スタッフにお声がけ下さい。
いきなり１対１での相談に行くのは勇気がでない！という方は、患者教室に
いらしてみませんか。詳細は当院HPをご確認下さい。 次回開催情報

第3回 2024年
12月12日(木)

ステロイドと感染症
看護師　宮本 美香

膠原病とステロイド
医師　岡 秀樹

第4回 2025年
2月27日(木)

乾癬とふしぶしの痛み
医師　志水 隼人

鎮痛薬：使用時の注意点
薬剤師　米谷 佳恵

●外来日と費用
曜日：毎週月曜日～金曜日（祝祭日を除く）1回30分前後
費用：保険診療の対象となります。3割負担の方は初回780円、1割負担の方は初回260円
※別途外来診察料等がかかります。※2回目以降は費用が変更となる場合があります。

●予約方法
・栄養相談は医師による予約が必要です。
・当院の主治医へご相談いただき、予約取得をご依頼ください。 ●会場 中央市民病院 1階 講堂 ●時間 13:00～13:45

参加費無料 予約不要

この患者教室は、予約不要で、参加費も無料です。ぜひ、お気軽にご参加ください。

・糖尿病、心不全、腎臓病などの食事療法
・嚥下機能低下による食事摂取困難
・がん治療の副作用による食欲不振
・手術後の消化器症状による食事量減少

7 8S H I O K A Z E  M a g a z i n e S H I O K A Z E  M a g a z i n e



楽しく学 べる膠 原 病・リウマチ 教 室食 事 に 関 するお 悩 み 、相 談してみま せんか？

当院では、管理栄養士による個別栄養相談を平日毎日実施してい
ます。相談内容は以下のように多岐にわたります。

第1回の膠原病・リウマチ教室は、
6月27日に行われました。大村部長
のオープニングのあと、岡副医長が
関節リウマチの概要と治療を中心
に、宮本看護師が生物学的製剤を
中心に講演しました。今後も、皆さ
んの生活に役立つ教室をめざして、
定期的に開催してまいります。

食
事
に
関
す
る
お
悩
み
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
内
科
の
患
者
教
室

楽
し
く
学
べ
る
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
教
室

膠原病・リウマチ内科は、令和6年度より、患者さ
ん向けの院内講演会「楽しく学べる膠原病・リウマチ
教室」を開催することとなりました。

膠原病・リウマチ性疾患は、長くつきあう病気が多
く、症状も多彩で、病気のなりたちも複雑です。使用
される薬剤には注意が必要なものもあります。一方
で、新たな治療法がつぎつぎと開発され、患者さん
の症状はより軽減し、副作用の少ない生活を送るこ

とが可能となってきています。また、生活するうえでの注意点や、医療
制度のしくみなど、知っておいた方がいいことがたくさんあります。
この教室では、医師と看護師・薬剤師などのメディカルスタッフが、
患者さんの生活に身近なテーマについて講演します。

栄養相談というと、制限やカロリー計算
ばかりの堅苦しいイメージがあるかもしれ
ません。しかし、当院の栄養相談は患者さ
ん一人ひとりの状況に寄り添った、柔軟な
サポートを心がけています。

特に「食事が摂れない」というお悩みが全体の4分の1を占め、がん治療中
の方からの相談は3年前の1.5倍に増加しています。
食生活は十人十色です。管理栄養士はできるだけ患者さんそれぞれの状況
やお悩み・お困りごとを伺いながら、食生活がより良くなるようサポートした
いと考えています。食事の摂り方で困っていて相談してみたいなという方は、
ぜひ栄養相談をご利用下さい。本館2階栄養相談室で実施しますので、主治
医の先生に栄養相談を受けたい旨をお伝え下さい。
2024年6月より、外来化学療法中の患者さんを対象に、化学療法セン
ターで点滴治療中に栄養相談を受けられる体制を整えました。お困りの際
は、スタッフにお声がけ下さい。
いきなり１対１での相談に行くのは勇気がでない！という方は、患者教室に
いらしてみませんか。詳細は当院HPをご確認下さい。 次回開催情報

第3回 2024年
12月12日(木)

ステロイドと感染症
看護師　宮本 美香

膠原病とステロイド
医師　岡 秀樹

第4回 2025年
2月27日(木)

乾癬とふしぶしの痛み
医師　志水 隼人

鎮痛薬：使用時の注意点
薬剤師　米谷 佳恵

●外来日と費用
曜日：毎週月曜日～金曜日（祝祭日を除く）1回30分前後
費用：保険診療の対象となります。3割負担の方は初回780円、1割負担の方は初回260円
※別途外来診察料等がかかります。※2回目以降は費用が変更となる場合があります。

●予約方法
・栄養相談は医師による予約が必要です。
・当院の主治医へご相談いただき、予約取得をご依頼ください。 ●会場 中央市民病院 1階 講堂 ●時間 13:00～13:45

参加費無料 予約不要

この患者教室は、予約不要で、参加費も無料です。ぜひ、お気軽にご参加ください。

・糖尿病、心不全、腎臓病などの食事療法
・嚥下機能低下による食事摂取困難
・がん治療の副作用による食欲不振
・手術後の消化器症状による食事量減少

7 8S H I O K A Z E  M a g a z i n e S H I O K A Z E  M a g a z i n e



開 設 � � � 周 年 記 念 展 示を設 置しました人 生 会 議（アドバ ンス・ケア・プランニン グ ）

この開設100周年を機に、2024（令和6）年7月14日(日)、神戸
ポートピアホールにおいて、「神戸市立医療センター中央市民病院開
設100周年記念式典・講演会」を開催しました。約４００名にものぼ
る皆様方にご参加いただき、記念すべき嘉節を祝いました。

戸市立医療センター中央市民病院は1924（大正13）年3
月1日に市立神戸診療所（長田区）として開設以来、2024

（令和6）年3月1日に開設100周年を迎えました。
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皆さんは「人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）」という言葉
を耳にしたことがありますか？「当院では現在ACPチームを立ち上げ
て、人生会議」を少しでも皆さんに知ってもらいながら、より良い医
療・ケアを提供できるように、看護師を中心に取り組み始めています。
「もしものとき」に備えて、あなたの大切にしていることや、どこでどの
ような医療やケアを望んでいるか等について、自分自身で考え、あな
たの信頼する人たちと話し合い共有することを人生会議といいます。
望まれたことではないですが、誰でも大きな怪我や病気をする可
能性があります。そんな「もしものとき」に備えて希望する医療やケ
アについて前もって家族や医師と相談し、共有しておくことが大事
です。この話し合い（＝人生会議）はいつ頃から始めないといけない
というものではありません。年齢や健康状態に問わず、まず話し合
うことが大事です。日頃から考え、話し合っておくことで、もしものと
きにあなたの希望が尊重された決定につながります。

院1階正面玄関を入って左手Gブロックに到る通路に、「開設100年記
念展示」を設置しました。当院のこれまで、現在、これからをテーマに作

成しております。どなたでもご自由にご覧いただけますので、是非ご覧ください。

また、100周年記念サイトには100周年記念誌を掲載しておりますので、是非
ご覧ください。

Step1：

Step2：

Step3：

まずはあなたの「大切にしたいこと」を考えてください。
例えば、あなたの好きなこと、嫌なこと、人生の目標や大切にしていること、どんな医
療やケアを受けたいか、などです。少しでも長生きしたい、食べることはいつまでも楽し
みに感じていたい、なども大事な内容です。

次に、ご自身のことをよく理解してくれている信頼のできる人は誰であるかを考えてく
ださい。
例えば、奥さんや旦那さん、子供や兄弟、親戚や友人などです。もちろん、医療従事者
や介護従事者でも大丈夫です。

信頼できる人と話し合い、考えたことを伝えてみましょう。
命の危険が迫った状態になると、約70％の人が医療やケアなどを自分で決めたり、望
みを人に伝えたりすることができなくなると言われています。ですので、事前に話し合
い、伝えておくことで、そんな時にご家族やご友人が代わりに医療やケアについて難
しい判断をする重要な助けとなります。

神戸市立医療センター中央市民病院　救急科 河合 嘉一
かわい かいち

当院では病棟、外来など皆様の手が届くところに人
生会議のパンフレットを配置しています。考えたこと・
話し合ったことをメモできるように工夫もしています。
少しでも気になった方がいらっしゃれば手に取り、一
度、目を通して頂けますと幸いです。

何を考え、何を話し合えばいいのでしょうか？

100周年記念サイトアドレス https://chuo.kcho.jp/100thaniv/
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寄付をいただいた皆様

地方独立行政法人 神戸市民病院機構

神戸市立医療センター中央市民病院
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当院はこれからも地域の皆様へより良質で安全な医療を提供していきたいと考えています。
皆様には寄付という形で当院の運営に共に携わっていただきたいと思っておりますので、金額
の多寡にかかわらずご支援を賜りますようお願い申し上げます。

多くの励ましやご支援をありがとうございました。
寄付をいただきました方のお名前を、感謝の気持ちとともにここに掲載させていただきます。

インターネットでお申し込みの場合は、決済方法をクレジットカードまたは銀行振り込みいずれかでお選びいた
だけます。詳しくは当院ホームページまたは下記QRコードよりご確認ください。

寄付受納書は、口座への入金を確認後に発行させていただきます。クレジットカード決済をお申込みの場合、クレジットカード会社
から当機構への入金が確認した日付以降となり、通常２～３か月を要しますので、あらかじめご了承ください。

ご寄付のお願い

（令和6年4月～令和6年7月）

井口 君子 様  小川  泰子 様  林 国勝 様  合田 ルミ子 様  寺澤 俊哉 様  
若井 美枝 様  藤本 正子 様  石原 美智恵 様  高島 成光 様  白髭 文代 様

医療法人社団 直太会 母と子の上田病院 様 医療法人社団三方会理事長 田中裕也 様 
株式会社ジャヴァ 代表取締役 細川かおる 様 株式会社 慶 様 
朋の会 様 日清鋼業株式会社 様 （順不同掲載）

ヘパフィルター 外来用の椅子 小児病棟のおもちゃ

寄付受納書の発行について

右のマークがついているクレジットカードでお支払いいただけます。
ご利用いただけるクレジットカード

インターネットでのお申込みが可能になりました

寄付金で購入いたしました

VISA MASTER JCB AMERICAN
EXPRESS

Diners
Club

※お支払い回数は、１回払いのみとなります。
※決済後のご変更・ご返金等は原則としてできません。

神戸市立医療センター中央市民病院
事務局経営企画課
〒650-0047
神戸市中央区港島南町2丁目1番地の1

お問い
合わせ

078-302-4321
078-302-7537
kifu@kcho.jp

T E L
F A X
E-mail

：
：
：

神戸市立医療センター中央市民病院 病院長 木原 康樹
きはら やすき


